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令和６年度に向けた学校教育目標、日課表の変更について

「人間は、進歩か退歩かの何れかであって、その中間はない。現状維持と思うのは、じつは退歩
している証拠である」
これは、大正、昭和、平成にわたり活躍した哲学者「森 信三」の言葉です。人は活動している限

り、日々少しずつでも進歩しているはずです。「現状維持でよし」とする事は、進歩を止めてしまう
事になります。一歩でも前に進むことを大事にし、成長することを大事にしたいものです。
さて、本校では、これまでの学校評価等に基づき、来年度に向けて学校教育活動を見直し、学校

教育目標と日課表を、次のとおり変更することとしました。

（R3～R5）学校教育目標 「あいさつ日本一」を目指して
～豊かな人間性とたくましく生き抜く行動力を育む～

（新）学校教育目標 人間性豊かに たくましく生き抜く生徒の育成
～「あいさつ日本一」への挑戦を通して行動力を育む～

学校評価において、生徒の評価があいさつという「行為」に偏りすぎ、あいさつの善し悪しで全
て評価されている印象が拭えません。教育課程（カリキュラム）の指針である学習指導要領の保護
者向けリーフレットには、「これからの社会が、どんなに変化して予測困難になっても、自ら課題を
見付け、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。そし
て、明るい未来を、共に創っていきたい。」と示されています。つまり、生徒には、社会を生き抜き
未来を切り拓いていく力を身に付けてほしいとの願いです。
もちろんあいさつは大事です。加えて、自らの行動を振り返ったり、家族を思いやったり、他者

と共に地域のための行動を起こしたりできる、そんな子どもたちを、保護者と地域、そして学校が
一緒になって育てていくべきだと考え、学校教育目標を少しだけリニューアルします。なお、本年
２月の学校運営協議会にて、素案として了承を得ておりますので、ご承知おきください。

（新）大内中学校日課表 日課表の変更については、これまでのス
クールバス運行を見直すことがきっかけと
なりました。ご存じのように、大内地域の
広さから、本校を１６時２５分発の下校便
に乗車しても、自宅周辺で降車する時間が
１７時０５分という児童生徒がおります。
また、複数の部活動の廃部に伴い、部活動
に所属していない生徒が増え、地域クラブ
等で活動するようになりました。小学生も
含め、明るい時間帯の早めの帰宅、帰宅後
の活動時間の確保等を目的に、こうした現
状を少しでも解消できればと考え、日課表
の変更に踏み切るものです。
現行の日課表との変更点は、朝の「生徒
登校完了」を５分、授業開始を１０分早め
ます。他に昼の休憩を５分短縮し、帰りの
学活終了を１５分早めます。
このことにより、スクールバスを１６時
１５分発とします。なお、１８時台のスク
ールバスは変更しません。詳細は、今後大

内教育学習課より配付されるスクールバス時刻表（決定版）にてご確認ください。
こうした事情をご勘案の上、保護者並びに地域の皆様の、ご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

大内中だより 【学校教育目標】
「あいさつ日本一を目指して」


